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 大学の教育で問題なのは知識と技術しか教

えていないことである。物理学科であれば力

学、電磁気学、量子力学などの知識と実験や

プログラミングなどの技術である（卒業研究

は別）。これらは優れた研究を行うために必要

なことではあるがこれだけでは十分ではない。 
 では他に何が大切か。それを知るひとつの

方法は過去になされた優れた研究の過程を調

べ、分析し、それが成就した鍵は何であった

かを考察し、それから学ぶことである。その

ため、「発明発見はいかにしてなされたか」と

いう授業を行っている。半分は講義を行い、

その間に学生には分野は問わず優れた研究や

仕事がなされて例をひとつ取り上げて、その

過程を調べ考察させて授業の後半で発表させ

ている。それによって優れた研究やあっと驚

く大発見をするためには何が大切かを知ると

ともに人や歴史から学んで自らが日々向上す

る力（「自分で自分を教育する力」井上理）を

身に付けてもらうのがねらいである。 
 講義の１回分はノーベル賞の業績に詳しい

鈴鹿医療科学大学の石田寅夫氏にお願いして

いる。氏言わくノーベル賞受賞者は「ちょっ

と運がよかっただけのように思える。しかし、

この運をつかむ能力こそノーベル賞受賞者が

他の人と根本的に異なる能力である」。いわゆ

るセレンデイピテイである。実際、たとえば

白川さんが導電性プラスチックを発明（発見）

されたのも韓国から来ていた研究生が誤って

白川さんに指示された量の千倍も多くの触媒

を使って実験したためであった。小柴さんが

陽子の寿命を測定するために作ったカミオカ

ンデで大マゼラン雲中

の超新星爆発で発生し

たニュートリノを検出

してノーベル賞を受賞

されたのも幸運であっ

た。なぜなら天体ニュ

ートリノは目的外であるとともに我々の近く

で超新星爆発が起きるのは数十年から百年に

１回の頻度だからである。江崎さんのエサキ

ダイオード、田中さんの研究、最近の iPS 細

胞の山中さんも同様である。そしてまた、私

が本財団の助成を受けて行った巨大質量ブラ

ックホールの研究もその発見は目的外の偶然

からであった。そもそもあっと驚く大発見は

事前に誰も思っていなかったから驚くのであ

る。科研費の申請書に書いた目的のとおりに

研究結果が出ても誰も驚かないのである。 
石田さんはその幸運をつかむために「ノー

ベル賞からみた独創的研究のための７つの法

則」を学生に提示されている。その７番目の

法則が「思いがけない結果が出れば、何かの

始まりと思い、それを追求せよ」である。山

中さんも同じことを言っていて、「私の今まで

の研究は予想外の連続。予想と違うときこそ

チャンス」。そして「実験結果についての議論

は現場で生の現象を見つつ行え」（石田）。最

近は電子メールのやり取りだけで研究を行う

場合が多いが、それでは幸運を逃してしまう。

私自身も自戒しているところである。他にも

先入観や固定観念を捨てること、押忍の心な

ど大事なことはいろいろあるが、そういうこ

とを学生にきちんと学んでもらうことが大切

ではないだろうか。そしてそれらは理系の研

究に限らず文系でもさらには他のどんな職業

においても大切な普遍的なことなのである。 


